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1970 609 58 33 130
1980 560 16 84 73
1990 504 2 94 60
2000 402 10 88 66
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第10図　道市地区における本家・分家関係（2012年）
 （聞き取り調査より作成）
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及び各種団体の構成と活動，またその特性につい
て述べる．
１）自治会
自治会の組織は，区長（自治会長），副区長１
名，会計・監事２名のほか，班の役員（班長，会
計）８名から構成される（第８図）．区長の任期
は１年であり，選出は輪番制で中班，表班，西班，
東班の順に回り，３月下旬の定期総会で承認され
る．会計も兼ねる副区長は区長が属する班のはす
向かいの班から選ばれる．つまり，副区長が翌々
年には区長に選出される仕組みになっている．な
お，自治会の年会費は上期１万円，下期８千円で
ある．
自治会の主な活動は，総会資料によると定期総
会と年４～６回の常会，各種団体と連携した行事
の準備などがある．３月の定期総会では年度事業
概要，会計決算，各種組合等の会計，新役員選出
案などの報告，また常会は重要行事の案内，重要
懸念事項の協議が必要に応じて行われる．
２）各種団体
各種団体には主として青年団，確守会，同志会，
若妻会・婦人会，福寿会（老人会）があり，年齢
階梯的性格を持つ．団体の規約は存在せず，入退
会などの取り決めもないが，聞き取り調査による
と住民は基本的に全員加入し，退会する者はほと
んどいないという．また，各団体には団体長がい
るが，選出方法などはそれぞれの団体に任されて
いる．以下，具体的な活動状況について述べる（第
５表）．
①青年団
青年団は学卒後の男性が加入するもので，30歳
になると団員は確守会へ移行する．かつては20名
ほどの加入があったというが，現在（2012年９月）
では半分以下の６名と少なく，毎年減少傾向にあ
る．そのため，確守会への移行年齢を28歳から30
歳へ引き上げるなどの対応を行っている．
年間の主な活動は，秋祭り，上原地区のふれあ
いカーニバル，上原地区大運動会などの手伝い，
ソフトボール大会などがあるが，ほぼ毎月何らか
の活動を行っている．その中で特に重要な活動が
10月の秋祭りである．
秋祭りは地区最大の行事とされ，子供８～10名
による手踊りや神輿の巡回が一日かけて催され
る．神輿は総総代や各班の総代，区長，各種団体
長，また慶事のあった家など10戸近くを回り，祭
第５表　道市地区における年間行事と各種団体の関係（2011年）
月
４ 観桜会
春祭り
６ 虫祭り
敬老会
１
盆踊り大会
７
秋祭り
８
３
新年会
火祭り２
10
福寿会確守会同志会青年団 若妻会婦人会
●
９
ふれあいカーニバル
お盆ソフトボール
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○ ○○
●
○○
○○
○○
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○
JAみな穂フェスティバル ●
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年齢階梯別組織
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行事 行事
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○ ○
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○
○
●
●
氏子組織自治会
●
○○
○ ●○
●
その他
○ ○
●
○○
●
●
● ●
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注１） 「●」は主催団体に該当することを意味し，「○」はその補助となることを示す．
注２） 「自治会」は体育協会等を含む．
 （ 平成23年度道位自治会資料および聞き取り調査より作成）
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りは深夜にまで及ぶ．かつては２日間に渡って開
催されていた．2009年度の地区の総会資料による
と，同年の秋祭りは，午後１時頃に神明社を出発
し，中班，表班，西班，東班の順に各戸を回り，
巡回を終えるのが午前０時半頃の予定とされてい
る．
秋祭りの主催は確守会であるが，実際の運営は
青年団が中心となる．具体的には，荷車の移動や
提灯持ち，神輿の担ぎ手，音響・照明，太鼓の演
奏などのほか，子供たちへの手踊りの指導を行う．
この指導は連日夜遅くまで行われ，祭り当日は確
守会とともに「天狗の舞」を踊る．
後述する確守会を含め，道市地区における青壮
年期の住民は地区の重要行事である秋祭りに中心
となって携わり，地区の伝統や文化を吸収するこ
とになる．
②確守会
確守会は青年団退会後から40歳まで加入するも
ので，現在の会員数は９名である．この確守会と
いう名称は伝統を守るという考えから40年ほど前
に付けられた．同会は先の青年団と同じく会員数
が減少しており，移行年齢が35歳から40歳へと引
き上げられた．
年間の活動状況は主催する秋祭りのほか，観桜
会や盆踊り大会，運動会など主要行事の準備を行
う．その他，先の青年団と同様に，毎年地区対抗
で実施されるソフトボール大会の練習なども行っ
ており，年間を通して活発な活動が見られる．
これらの活動の中で秋祭りは，手踊りの指導や
当日の神輿の準備，後片付けなど，主催団体とし
て重要な役割を担う．青年団とともに行われる踊
りの指導は，練習場所となるコミュニティセン
ターの使用簿によると，2009年は９月28日から開
始され，10月11日の祭り当日までの約２週間，１
日の休みを除き連日午後６時半から10時半まで行
われている．こういった熱心な指導により，道市
地区の秋祭りは毎年盛大に催され，多くの住民が
参加する．住民への聞き取り調査では，秋祭りは
確守会が存在することで支えられているとの理解
があり，行事を運営あるいは維持する上で中心的
な役割を担っていることがうかがえる．
③同志会
同志会は確守会退会後から63歳まで加入するも
ので，現在の会員は42名である．後述する福寿会
の加入年齢は60歳以上であるため，３年間は両団
体に加入することになる．同志会では会長，副会
長，会計，監事の役員のほか，各班から連絡員２
名が選出される．この同志会と福寿会，婦人会に
は年会費の制度があり，同志会の会員は年間５千
円を納める．
主な活動は，観桜会，盆踊り大会などがあり，
そのうち，観桜会と盆踊り大会は主催団体として
準備や後片付けを行う．観桜会は毎年コミュニ
ティセンターで行われ，地区住民の約半数にあた
る100名ほどが参加する地区の主要な余暇行事で
ある．また，盆踊り大会は神明社を会場に催され
るもので，2009年の記録では60名ほどが参加して
いる．
これらの活動に加えて，村御講の手伝いも同志
会の役割とされる．同志会では上記の主要な行事
を運営するとともに村御講についても関わってお
り，確守会と同様，地区の伝統や文化を継承する
上での役割は大きい．
④若妻会・婦人会
女性は結婚により道市地区に転入してから35歳
まで若妻会に加入する．その後，60歳までは婦人
会に入り，60歳以上になると男女共に福寿会へ移
行する．婦人会は戦前期に設立された愛国婦人会
を嚆矢とし，1950年頃に旧村単位の地区婦人会が
結成されたが，道市地区のような小字の婦人会は
その支部として位置づけられている（入善町史編
さん室編，1990）．現在の若妻会の会員は５～６名，
婦人会は40名ほどである．
年間の活動は，若妻会と婦人会が共同で行うこ
とが多い．主な活動としては，観桜会での豚汁の
準備や盆踊り大会，運動会の参加などあるが，特
に特筆に値するのが各種行事での踊りの披露であ
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る．聞き取り調査によると，地区の敬老会や地区
外で催される行事で踊りを披露するという．また，
秋祭りでは他の行事とは別の踊り（おわら，入善
音頭）を披露することになっており，若妻会・婦
人会も地区の行事において補佐的な役割を果たし
ている．
⑤福寿会
福寿会は60歳以上の男女が加入するものであ
る．年会費は１千円，現会員は105名であり，団
体の中で最大を誇る．福寿会では会長，副会長（２
名），幹事，監事の役員のほか，各班から理事２
名が選出される．
年間の主な活動は，秋祭りでの高張り提灯持ち，
コミュニティセンターや近隣の上原公園などの清
掃，毎月開催の元気わくわく教室（健康，福祉関
係），物故者法要などがある．この他，交通安全
指導，防犯パトロールなどの取り組みも行ってお
り，同会は道市地区やその周辺地域を補佐する役
割を担っている．福寿会では定期総会や常会など
のほか，新年会や年２回の旅行なども開かれ，会
としての活動は活発といえる．
また，地区内の葬儀の際には福寿会会長が弔辞
を行うのが通例となっており，毎年の物故者法要
を含め，福寿会は住民の追善供養を行う団体とし
ての側面も有している．
Ⅳ－３　社会組織を通した住民意識の向上
本章では班，及び地区を単位とする社会組織に
ついて検討した．そのうち，班は日常生活での関
わりに加え，班主催の行事を通して班としての纏
まりを強固なものにしていた．また，班は本家分
家関係を基盤に形成され，冠婚葬祭を中心とした
同族・血縁間の諸行事においても顕著な結びつき
を示していた．こういった班での生活により，住
民は同族意識や「家」の継承を自覚していくもの
と考えられる．
一方，地区を単位とした社会組織には自治会と
各種団体が存在し，その中で各種団体では年齢を
重ねるごとに地区の様々な行事の運営，維持に携
わっている．上記のように，青壮年期に加入する
青年団と確守会では地区最大の行事である秋祭り
の運営，同志会では観桜会や盆踊り大会などの余
暇活動のほか，村御講の手伝いにあたっていた．
そして福寿会では地区周辺の清掃や物故者法要を
主催していた．また，福寿会のメンバーの多くは
戸主として報恩講や寺御講，村御講の活動の中心
を担っており，地区の行事とともに宗教行事の参
加，運営面でも大きな役割を果たしている．
このように各団体では年齢ごとに多様な行事に
関わっており，こういった活動が地区の伝統や文
化を継承，維持することの重要性を自然と吸収し，
道市地区の住民としての自覚を養うことに寄与し
ていると考えられる．
また，道市地区では地区自体の戸数が比較的少
数のため，自治会・各種団体や先の氏子集団の役
員となる頻度が高い．聞き取り調査によると，年
齢を増すごとに４～５年に一度はいずれかの役員
に選出されるという．新たに役員になった者は経
験者から組織の運営や調整などを伝授され，役員
としての職責を果たしていくのである．このよう
な役員経験は班員及び団体員としての行事への参
加とともに，組織や地区に対する当事者性，帰属
意識を高める上で重要な役割を担っていると考え
られる．
以上のように現在まで続く道市地区の社会構造
の背景には，地区の地理的な特徴が関係している
と推察される．Ⅰ－３で述べたように，道市地区
は市街地の入膳地区に近接しているにもかかわら
ず，現在まで当地区への転入は２戸と極めて少な
い．こういった特徴は，地区としての纏まりや文
化の継承，維持を進める上で大きな意味を持って
いると考えられる．住民によると上記の年間行事
のほかに，毎年３月の「シエザライ」（用水の掃除・
整備）や年４回の宮掃除などでは現在でも全戸が
参加しており，この例からも地区としての強固な
纏まりを看取することができる．
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Ⅴ　道市地区における講組織の構造と維持要因
終章では講組織の構造と維持要因について，前
章で検討した地区の社会構造との関係性から考察
を行う．ここでは講組織の中で地区を中心に活動
が行われている村御講に焦点を絞って，分析を進
める．
道市地区における村御講は，先述した班の機能
や特性と密接に結びついている．当地区の村御講
の当番は各戸が行うが，このオコトウバンは班を
さらに分割した「組」の中の一戸が担当すること
になっていた．また，オコトウバンと同じ班の戸
主の慣例となっており，ここからは班と深く結び
つく形で村御講が営まれていることが確認でき
る．
加えて，講は従来，親鸞を追慕し信者同士の信
仰を確かめ合う場であったが，近世の寺檀制度の
影響などによって先祖供養の場としての意味も持
つようになった．住民への聞き取り調査によると，
村御講の参加理由として，この先祖供養を挙げる
者も存在した．住民は先祖供養を通して同族間の
紐帯の維持・強化を行うが，このような講として
の機能は，地縁的関係に加えて同族的・血縁的な
関係を有していた班の特性と結びつくといえ，こ
の点からも社会構造との関係を指摘することがで
きる．
以上のような社会構造との関係を踏まえ，次に
村御講が現在まで維持されてきた要因について検
討する．
前章で述べたように，道市地区では年齢ごとに
行事への関与・運営や役員経験をする機会がある．
また新住民の僅少な流入による強固な纏まりも相
まって，地区や班の行事は今日まで継承して行わ
れてきた．こういった当地区の特性は，地区の社
会構造と密接に結びつく村御講においても，先の
年間行事と同様に地区の文化や伝統の一つとして
重視されていると推察される．この点は，住民の
中に村御講を真宗の行事であるとともに，「班や
地区の行事」として認識している者が少なくない
ことからも理解できる．つまり，オコトウバンと
して村御講を担う戸主たちは，長年の地区の社会
生活の中で蓄積された住民としての意識や自覚を
基に，現在まで自然と村御講を主催あるいは参加
していると捉えることができるだろう．
他方で，大谷派と本願寺派の両派が存在するも
のの，当地区のほとんどの住民が真宗門徒である
ことも村御講が維持される上で重要である．特に
この点は，道市地区に限らず，真宗の篤信地帯と
しての歴史を持つ富山県，あるいは北陸地方に共
通する要素として考えることができる．また，上
記のように，村御講が有する先祖供養としての機
能も維持要因として指摘することが可能である．
先行研究では，村落における信仰集団の構造や
その維持に村落の社会構造が深く関係しているこ
とが指摘されてきた．本研究で対象とした道市地
区においても，村御講と班との構造的な関係性，
地区及び班を単位とする社会組織の活動を通した
住民意識が確認できた．加えて，真宗門徒が多数
を占め，かつ新住民が僅少であるといった道市地
区の地域性が重層的に結びつく中で，現在に至る
まで講組織が維持されていることが明示できる．
当地区を含む北陸地方では真宗の篤信地帯という
特性から，講組織の維持に対して，信仰や宗教的
側面に関心が向けられることが少なくなかった
が，こういった地域の社会構造との関係について
も深く検討することが必要であると考えられる．
ただ，近年では若い世代の減少や地区からの流
出が目立ってきているという．この傾向は青年団
や確守会の会員数にも顕著に表れており，これま
で大きな変動がなかった道市地区においても変化
の兆候が見られる．地区では各団体の移行年齢を
上げるなどの対策を講じているが，若年・青壮年
代が地区の主要行事を中心的に担っているだけに
担い手の問題は深刻である．また，この点は上記
したように他の世代・団体の活動とも不可分の関
係にあるため，講の形態や運営の面において何ら
かの影響が生じるものと思われる．道市地区の今
後にも注視を促したい．
－85－
現地調査に際して，吉島雄一氏（黒部川扇状地研究所），道市地区区長の松島幸夫氏，吉島貞子氏，広
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［注］
１） 消息は大谷派では「御
お
文
ふみ
」，本願寺派では「御
ご
文
ぶん
章
しょう
」と呼ばれる．
２） 寺が会場となったり，一村落の範囲を越えて行われたりする村御講もあり，会場や地域が組織形態を
分類する際の絶対的条件とは言えない．そこで，内藤は集団の基礎が寺の門徒にあるか，村落の住民
にあるかを分類の基本的条件としている（内藤，1978）．
３） 火祭りは，かつて地区で度々火事が起こった際に，その火伏・防火を祈願するために始まったもので
ある．この祭りは道市地区のみで行われている．
４） 所属する「惣」「講」の捻出し得る寄付金が300文を超えれば寺院，下回るならば道場となった．
５） 村御講は，戸主の都合により，年に数回ほどコミュニティセンターで行われることがある．
６） この影像や消息文などを巡回させて講を結ぶ行事は，当地方の「ゴエイサマ迎え」のほか，石川県羽
咋郡，滋賀県東浅井郡，長野県北部などでもみられる（高谷，1981）
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